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１．前回の検討委員会について
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第2回検討委員会にて、2100年までの海面水位上昇量は0.4mと設定した。

最新の朔望平均満潮位に海面水位上昇量0.4mを加えて、将来の朔望平均満潮位を算出した結果、能代港で
T.P.+0.83m、男鹿でT.P.+0.93m、秋田でT.P.+0.93mとなった。

■将来の朔望平均満潮位の設定

第２回検討委員会について 3

第2回検討委員会資料再掲



第2回検討委員会では、将来の気候変動を考慮した沖波波高、潮位偏差を算出した。

高波解析の代表点として、能代（秋田北沿岸）と由利本荘（秋田南沿岸）、高潮解析の代表点として、船川港（秋田沿
岸全域）について解析し、結果を評価した。

■将来の気候変動を考慮した計画沖波波高、潮位偏差の算出

第２回検討委員会について 4

第2回検討委員会資料再掲



想定台風および想定爆弾低気圧を対象とした将来予測結果を比較し、沖波波高と潮位偏差を設定した。

沖波波高は、想定爆弾低気圧を対象とした将来予測により、秋田北沿岸では13.8m、秋田南沿岸で12.8mとなった。

潮位偏差は、想定台風を対象とした将来予測により、秋田沿岸全域で0.83mとなった。

■将来の気候変動を考慮した沖波波高、潮位偏差の算出

第２回検討委員会について 5

第2回検討委員会資料再掲



２．現行計画について
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秋田沿岸は、延長264㎞であり、青森県境から山形県境まで7つの地域海岸、12の地区に区分されている。

7つの地域海岸のうち、4地域海岸（能代、秋田・船川港、新屋・下浜、由利）は主に砂浜海岸であり、その他の地域海
岸（八森、男鹿、由利、鳥海）は砂浜と岩礁が混在した海岸である。

■秋田沿岸の地域区分

現行計画について 7

図1-1 秋田沿岸の地域海岸位置図
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海岸保全施設の天端高は、高潮・波浪に対して必要となる高さと津波に対して必要となる高さを比較して、高い方の値
を基に設定する。

秋田沿岸では、12の地区海岸ごとに計画天端高を設定している。

■海岸保全施設の計画天端高の考え方

現行計画について 8

表1-1 秋田沿岸の設計水位

出典：秋田沿岸海岸保全基本計画，H28.2

計画天端高
(T.P.+m)

津波、高潮
のチェック

高潮・波浪
防護高

(T.P.+m)

設計津波の
水位

(T.P.+m)
地区名対象地震

地域海岸名
※1

5.5高潮5.54.7八森地域海岸庄内沖地震（1833）八森地域海岸

5.5～6.8※2高潮5.54.1能代地域海岸北海道南西沖地震（1993）能代地域海岸

5.5高潮5.53.0北浦～畠漁港

庄内沖地震（1833）男鹿地域海岸 4.0高潮4.04.0戸賀

5.5高潮5.54.8加茂青砂～台島

4.5～6.0津波3.55.7船川港

庄内沖地震（1833）秋田・船川港地域海岸 5.5高潮5.54.7脇本漁港～脇本船越

5.5～6.0高潮5.5～6.05.4天王～秋田港（北）

6.0高潮6.06.0秋田港（南）
日本海中部地震（1983）新屋・下浜地域海岸

5.5高潮5.55.3新屋・下浜

5.5高潮5.54.5由利地域海岸日本海中部地震（1983）由利地域海岸

5.5高潮5.54.0鳥海地域海岸日本海中部地震（1983）鳥海地域海岸

※1 地域海岸とは「湾の形状や山付け等の自然条件」、「文献や被災履歴等の過去に発生した津波の実績津波高さ及びシミュレーションの津

波高さ」から同一の津波外力を設定しうると判断される一連の海岸線に分割したもの。
※2 計画高（T.P.+6.8m）は、日本海中部地震（1983）の実績高により決定された高さである。



現行計画の諸元は、表1-2のとおりである。

現行計画は、米代川を境に2つの区域に区分し、天端高を算定している。

■現行計画天端高

現行計画について 9

表1-2 現行計画諸元

現行計画諸元地区名地域海岸名

朔望平均満潮位 ：T.P.+0.629m

潮位偏差 ：0.83m（最大偏差）

計画高潮位 ：T.P.+1.5m

沖波波高 ：8.5m（1976年10月29日に船川港沖で観測された波）

沖波周期 ：13sec（1976年10月29日に船川港沖で観測された波）

余裕高（米代川以北） ：0.75m

（米代川以南） ：0.4m

必要天端高（米代川以北）：T.P.+5.25m（波のうちあげ高より）

（米代川以南）：T.P.+5.3m（波のうちあげ高より）

計画天端高 ：T.P.+5.5m

八森地域海岸八森地域海岸

能代地域海岸能代地域海岸

北浦～畠漁港

男鹿地域海岸 戸賀

加茂青砂～台島

船川港

秋田・船川港地域海岸 脇本漁港～脇本船越

天王～秋田港（北）

秋田港（南）
新屋・下浜地域海岸

新屋・下浜

由利地域海岸由利地域海岸

鳥海地域海岸鳥海地域海岸



３．将来計画天端高の設定方針
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将来気候（2℃上昇シナリオ）における防護水準（潮位偏差、沖波波浪、津波水位）を基に算出した必要天端高に余裕
高を加えたものを計画天端高として設定する。

必要天端高は、高潮・波浪による必要天端高と津波による必要天端高のうち厳しい条件を採用する。

高潮・波浪に対する必要天端高は、施設の設置位置に応じて、越波流量もしくは打ち上げ高により算定する。

さらに、堤防天端高の設定における若干の不確実性に対応するため、余裕高を考慮する。

■計画天端高の設定方針

将来計画天端高の設定方針 11

検討条件項目

2℃上昇シナリオ想定シナリオ
前提条件

0.4m海面上昇量

・1976年10月爆弾低気圧
・1987年台風12号
・2000年台風12号
・2004年台風15号

想定気象擾乱

外力条件
(高潮・波浪)

各地域における最大潮位偏差潮位偏差

各地域における最大沖波波高沖波波高

L1地震津波：庄内沖地震(1833年)想定波源外力条件
(津波) T.P.+0.93m(将来の朔望平均満潮位)潮位条件

下記いずれかの天端高とする
・許容越波流量以下となる天端高
・打ち上げ高以上となる天端高

必要天端高
(高潮・波浪)

計画天端高
の設定

最大津波水位以上となる天端高
必要天端高

(津波)

上限1.0mの範囲内で考慮余裕高

表2-1 計画天端高検討条件

図2-1 計画天端高の設定イメージ

図2-2 堤防の余裕高
出典：海岸保全施設の技術上の基準・同解説，H30.8

計画天端高
必要天端高余裕高

計画高潮位 H.H.W.L

必要高(津波)

・津波

必要高(高潮・波浪)

・越波流量 or

波の打ち上げ高

潮位偏差(吸い上げ＋吹き寄せ＋WaveSetup)

海面上昇量:0.4m

朔望平均満潮位

※高潮と津波のいずれ
か厳しい条件を採用

将来の朔望平均満潮位



気候変動を考慮した計画天端高を設定するため、地区海岸ごとに代表断面を設定した。

施設天端高が現行計画天端高に最も近い断面を代表断面として設定した。

必要天端高は、各地区海岸の代表1断面で検討する。

■各地区海岸の代表断面

将来計画天端高の設定方針 12

船川港
地区海岸

船川港地区海岸

T.P.+4.5m

H.H.W.L. T.P.+2.23m

能代地域海岸

T.P.+5.5m

H.H.W.L. T.P.+2.48m

由利地域海岸
T.P.+5.5m

H.H.W.L. T.P.+2.73m



４．高潮波浪による計画天端高の算定
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朔望平均満潮位は、八森～能代地域海岸を能代港、男鹿～鳥海地域海岸を男鹿・秋田での算出結果を用いる。

12地区海岸における潮位偏差を算出し、地形特性が近い海岸として秋田沿岸を3つに区分した。

設定した朔望平均満潮位と、推算した潮位偏差より、気候変動の影響を考慮した計画高潮位を設定した。

■計画高潮位の設定

高潮波浪による計画天端高の算定 14
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能代港

秋田

鳥海
地域海岸

由利
地域海岸

新屋・下浜地域海岸秋田・船川港地域海岸男鹿地域海岸
能代

地域海岸
八森

地域海岸

項目

鳥海由利
新屋
・
下浜

秋田港
(南)

天王～
秋田港
(北)

脇本漁港
～

脇本船越
船川港

加茂青砂
～

台島
戸賀

北浦
～

畠漁港
能代八森

0.930.83
朔望平均
満潮位

(T.P.+m)

1.801.301.65
潮位
偏差
(m)

2.732.232.582.48
計画

高潮位
(T.P.+m)

男鹿



■必要天端高の算定方法

高潮波浪による必要天端高の算定 15

図3-1 必要天端高算定手法の選定イメージ

護岸設置位置護岸設置位置

水 面汀線

陸 側 沖 側

(打ち上げ高より設定） (越波流量より設定）

堤脚水深

堤脚水深

海底面

表3-1 背後地の重要度からみた許容越波流量(m3/sec/m)

0.01程度
背後に人家、公共施設等が密集しており、
特に越波・しぶき等の侵入により重大な
被害が予想される地区

0.02程度その他の重要な地区

0.02～0.06その他の地区

出典：海岸保全施設の技術上の基準・同解説，H30.8

【越波流量算定】
H0

’/L0=0.017

H0
’/L0=0.036

hc／H0
’=0.5

h／H0
’=0.38

h／H0
’=0.38

6.7×10-4

2.8×10-4
hc／H0

’=0.5

H0
’/L0=0.017

0.0684 m3/s/m越波流量 q1

H0
’/L0=0.036

0.0286 m3/s/m越波流量 q2

H0
’/L0 =0.022 

Q =(0.022-0.017)/(0.036-0.017)×（q2-q1）+q1

0.0581 m3/s/m   (0.06以下OK)越波流量Q（q1、q2より内挿）

表3-2 越波流量算定結果（例：北浦～畠漁港：天端高T.P.+6.6m）

【算定条件】
天端高 T.P.+6.6 m
H.H.W.L. T.P.+2.58m
hc 4.02m
H0

’ 8.1m
T0 15.4s
L0 370m
H0

’/L0 0.022
√(2g(H0

’）3） 102.06
【越波流量】

q1：102.06×6.7×10-4

＝0.0684 m3/s/m

【算定条件】
天端高 T.P.+6.6 m
H.H.W.L. T.P.+2.58m
hc 4.02m
H0

’ 8.1m
T0 15.4s
L0 370m
H0

’/L0 0.022
√(2g(H0

’）3） 102.06
【越波流量】

q2：102.06×2.8×10-4

＝0.0286 m3/s/m

図3-2 越波流量算定図（例：北浦～畠漁港）

図3-3 越波流量算定図（例：北浦～畠漁港）

高潮・波浪に対する必要天端高は、施設の設置位置に応じて、
越波流量もしくは打ち上げ高により算定する（図3-1）。

越波流量は、越波流量算定図（図3-2、3）を用いて算定し、許容
越波流量以下となる天端高を必要天端高と設定する。

打ち上げ高は、仮想勾配法（図3-4）により算定し、打ち上げ高
以上となる天端高を必要天端高と設定する。



改良仮想勾配法によるうちあげ高曲線

■必要天端高の算定方法

高潮波浪による必要天端高の算定 16

1. 波浪条件を用いて砕波水深算定図（図3-5）より砕波水深
hbを算定し、砕波点Aを求める。

2. 打ち上げ高Bを仮定し、砕波点Aから打ち上げ高Bを結ぶ仮
想勾配cotαを算定する。

3. 仮想勾配cotαより、打ち上げ高算定図（図3-6）を用いて
打ち上げ高Bを算定する。

4. 3.で仮定した打ち上げ高と4.で算定した打ち上げ高が一
致するまで1.～3.の手順を実施する。

【打ち上げ高算定：仮想勾配法 】

出典：河川砂防技術基準(案)同解説 設計編[Ⅱ]，H9.10

図3-4 仮想勾配の考え方

H.H.W.L.   T.P.+2.48m
H0

’ 12.8m
T0 15.4s
H0

’/L0 0.035
hb 19.46m
cotα 38.0
R／H0

’ 0.32
R                 4.1
天端高 T.P.+6.58m

（ 2.48+4.1）

0.035
0.32

図3-6 波の打ち上げ高曲線（例：能代海岸）

cotα=38

図3-5 波形勾配ち砕波水深との関係

0.035

1.52

出典：河川砂防技術基準(案)同解説 設計編[Ⅱ]，H9.10

hb：12.8×1.52＝19.46m

海底勾配I：1/50

高潮・波浪に対する必要天端高は、施設の設置位置に応じて、
越波流量もしくは打ち上げ高により算定する（図3-1）。

越波流量は、越波流量算定図（図3-2、3）を用いて算定し、許容
越波流量以下となる天端高を必要天端高と設定する。

打ち上げ高は、仮想勾配法（図3-4）により算定し、打ち上げ高
以上となる天端高を必要天端高と設定する。



気候変動を考慮した将来の計画天端高を算出した（表3-2）。

秋田北沿岸（能代）ではT.P.+6.6m、秋田南沿岸（由利）ではT.P.+6.9mとなった。

■天端高算定結果

高潮波浪による計画天端高の算定 17

鳥海
地域海岸

由利
地域海岸

新屋・下浜地域海岸秋田・船川港地域海岸男鹿地域海岸
能代

地域海岸
八森

地域海岸

項目

鳥海由利
新屋
・
下浜

秋田港
(南)

天王～
秋田港
(北)

脇本漁港
～

脇本船越
船川港

加茂青砂
～

台島
戸賀

北浦
～

畠漁港
能代八森

0.930.83
朔望平均
満潮位

(T.P.+m)

1.801.301.65
潮位
偏差
(m)

2.732.232.582.48
計画

高潮位
(T.P.+m)

14.012.612.813.313.08.110.314.113.78.313.812.4
沖波
波高
(m)

15.514.614.515.015.27.814.315.115.315.415.415.3
沖波
周期
(sec)

6.9
(打上高)

6.9
(打上高)

6.5
(越波)

6.9
(打上高)

6.6
(越波)

5.8
(越波)

6.5
(越波)

6.5
(越波)

6.6
(打上高)

6.6
(越波)

6.6
(打上高)

6.6
(越波)

算定
天端高

(T.P.+m)

5.5
(高潮)

5.5
(高潮)

5.5
(高潮)

6.0
(高潮)

5.5～6.0
(高潮)

5.5
(高潮)

4.5～6.0
(津波)

5.5
(高潮)

4.0
(高潮)

5.5
(高潮)

5.5～6.8
(高潮)

5.5
(高潮)

現行計画
天端高

(T.P.+m)

表3-3 必要天端高の算出結果



５．津波水位による検討の必要性
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気候変動を考慮した設計津波水位を試算した結果、現行計画天端高が津波で決定している船川港で0.21m水位上昇
（現況設計津波水位との差）し、潮位はT.P.+5.91mとなった。

高潮波浪による船川港の算定天端高はT.P.+6.5mと結果が逆転しているため、他の地域海岸で津波水位による算定
天端高が高潮波浪による算定天端高を上回る可能性は低い。

秋田沿岸では津波水位による必要天端高は検討の必要性がない。

■津波水位による検討の必要性

津波水位による検討の必要性 19

現行
計画天端高
(T.P.+m)

現行
津波、高潮
のチェック

高潮・波浪
防護高

(T.P.+m)

設計津波の
水位

(T.P.+m)地区名対象地震地域海岸名

将来現行将来現行

5.5高潮6.65.54.7八森地域海岸庄内沖地震（1833）八森地域海岸

5.5～6.8高潮6.6
5.5～
6.8

4.1能代地域海岸北海道南西沖地震（1993）能代地域海岸

5.5高潮6.65.53.0北浦～畠漁港

庄内沖地震（1833）男鹿地域海岸 4.0高潮6.64.04.0戸賀

5.5高潮6.55.54.8加茂青砂～台島

4.5～6.0津波6.53.55.915.7船川港

庄内沖地震（1833）秋田・船川港地域海岸 5.5高潮5.85.55.224.7脇本漁港～脇本船越

5.5～6.0高潮6.6
5.5～
6.0

5.815.4天王～秋田港（北）

6.0高潮6.96.06.0秋田港（南）
日本海中部地震（1983）新屋・下浜地域海岸

5.5高潮6.55.55.3新屋・下浜

5.5高潮6.95.54.5由利地域海岸日本海中部地震（1983）由利地域海岸

5.5高潮6.95.54.0鳥海地域海岸日本海中部地震（1983）鳥海地域海岸

表4-1 気候変動を考慮した津波水位と防護高の比較



６．将来計画天端高の設定
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高潮波浪による算定天端高に余裕高を考慮した将来計画天端高を算出した。

将来計画天端高は、施設更新や災害復旧に応じて、詳細設計時に沖合施設（離岸堤等）の有無や、護岸設置位置に
より天端高を設定するため、秋田沿岸海岸保全基本計画の記載は目標値とし、一律T.P.+7.0mに設定する。

■天端高算定結果

将来計画天端高の設定 21

鳥海由利
新屋
・

下浜

秋田港
(南)

天王～
秋田港
(北)

脇本漁港
～

脇本船越
船川港

加茂青砂
～

台島
戸賀

北浦
～

畠漁港
能代八森項目

2.732.232.632.53
計画
高潮位
(T.P.+m)

14.012.612.813.313.08.110.314.113.78.313.812.4
沖波
波高
(m)

15.514.614.515.015.27.814.315.115.315.415.415.3
沖波
周期
(sec)

6.9
(打上高)

6.9
(打上高)

6.5
(越波)

6.9
(打上高)

6.6
(越波)

5.8
(越波)

6.5
(越波)

6.5
(越波)

6.6
(打上高)

6.6
(越波)

6.6
(打上高)

6.6
(越波)

算定
天端高
(T.P.+m)

0.10.10.50.10.41.20.50.50.40.40.40.4
余裕高
(m)

7.0
将来計画
天端高
(T.P.+m)

5.5
(高潮)

5.5
(高潮)

5.5
(高潮)

6.0
(高潮)

5.5～6.0
(高潮)

5.5
(高潮)

4.5～6.0
(津波)

5.5
(高潮)

4.0
(高潮)

5.5
(高潮)

5.5～6.8
(高潮)

5.5
(高潮)

現行計画
天端高
(T.P.+m)

1.51.51.51.01.01.51.01.53.01.50.21.5

現行計画
天端高
との差分

(m)

表5-1 将来計画天端高の算出結果



７．秋田沿岸の設計水位について

22



秋田沿岸海岸保全基本計画に記載されている現行計画と、今回設定する将来計画との比較を下表に示す。

■秋田沿岸の設計水位の考え方

秋田沿岸の設計水位について 23

秋田沿岸の設計水位（比較表）

計画天端高
(T.P.+m)

津波、高潮
のチェック

高潮・波浪
防護高

(T.P.+m)

設計津波の
水位

(T.P.+m)地区名対象地震地域海岸名

将来現行将来現行将来現行将来現行

7.0

5.5高潮高潮6.65.54.7八森地域海岸庄内沖地震（1833）八森地域海岸

5.5～6.8高潮高潮6.65.5～6.84.1能代地域海岸北海道南西沖地震（1993）能代地域海岸

5.5高潮高潮6.65.53.0北浦～畠漁港

庄内沖地震（1833）男鹿地域海岸 4.0高潮高潮6.64.04.0戸賀

5.5高潮高潮6.55.54.8加茂青砂～台島

4.5～6.0高潮津波6.53.55.915.7船川港

庄内沖地震（1833）秋田・船川港地域海岸 5.5高潮高潮5.85.55.224.7脇本漁港～脇本船越

5.5～6.0高潮高潮6.65.5～6.05.815.4天王～秋田港（北）

6.0高潮高潮6.96.06.0秋田港（南）
日本海中部地震（1983）新屋・下浜地域海岸

5.5高潮高潮6.55.55.3新屋・下浜

5.5高潮高潮6.95.54.5由利地域海岸日本海中部地震（1983）由利地域海岸

5.5高潮高潮6.95.54.0鳥海地域海岸日本海中部地震（1983）鳥海地域海岸



必要防護高は、津波水位により算出した値が高潮・波浪により算出した値を上回る可能性が低いとし、全ての地区で
「高潮・波浪」を採用した。

今後整備する海岸保全施設の天端高は、詳細設計を行う際に、防波堤等の施設による波の低減効果等を考慮した必
要天端高を設定することを基本とし、秋田沿岸海岸保全基本計画に位置付ける計画天端高はあくまでも「目標値」とす
る。

上記に関しては、注意書きで秋田沿岸海岸保全基本計画に明記する。

○秋田沿岸の設計水位の考え方

秋田沿岸の設計水位について 24

秋田沿岸の設計水位（記載案）

計画天端高
(T.P.+m)

必要防護高
(T.P.+m)

地区名地域海岸名

7.0

6.6八森地域海岸八森地域海岸

6.6能代地域海岸能代地域海岸

6.6北浦～畠漁港

男鹿地域海岸 6.6戸賀

6.5加茂青砂～台島

6.5船川港

秋田・船川港地域海岸 5.8脇本漁港～脇本船越

6.6天王～秋田港（北）

6.9秋田港（南）
新屋・下浜地域海岸

6.5新屋・下浜

6.9由利地域海岸由利地域海岸

6.9鳥海地域海岸鳥海地域海岸



８．整備方針

25



秋田県では、地区海岸における背後地の利用状況や施設の更新時期、災害の発生状況に応じて、整備の優先順位
および必要性について検討し、整備を実施していくこととする。

対応策として以下の案が考えられる。

■整備方針（案）

整備方針（案） 26

対策（例）

③まちづくりと一体となった海岸保全②早期警戒体制の構築①海岸防災意識の向上

ソ
フ
ト
対
策

③背後地の活用②現況施設前面での対策①現況施設の改良

ハ
ー
ド
対
策

消波工の設置

沖合施設の設置（養浜,人工リーフ,離岸堤）

セットバック

・高潮や津波ハザードマップの作成・配布
・防災アプリの作成
・高潮避難計画や津波避難計画の策定
・防災講習会や避難訓練の実施 等

・定点カメラ(CCTV)や浸水センサの設置
・情報伝達システムの整備 等

旧防護ライン

海面上昇

新防護ライン

資産再配置

防護ライン
セットバック

消波工

離岸堤

秋田市津波ハザードマップ

出典：秋田市HP

防災
アプリ

情報伝達システムの構築

定点カメラ(CCTV)設置例(高知県)

表6-1 対応策（案）

養浜

・開発・利用制限
（都市計画と海岸保全の連携）

・居住誘導区域の設定 等

開発制限

天端の嵩上げ

※現況施設天端高より背後地盤
高が高い場合は、侵食対策とし
て背後の法面保護も比較検討す
る。

背後法面の保護



９．今後のスケジュール
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2
8

今後の予定

■検討委員会スケジュール（案）

検討委員会内容時期

・気候変動を考慮した海面水位上昇量の設定
・将来的に予測される高潮・波浪の推算
・気候変動を考慮した設計津波水位の推算

第１回検討委員会
(10月11日実施)

R6年度

・算出した推算結果
第２回検討委員会
(1月28日実施)

・高潮波浪・津波による施設必要天端高の算出結果
・将来の目標計画天端高の設定案

第４回検討委員会
(8月20日実施)

R7年度

・秋田沿岸海岸保全基本計画（案）
第５回検討委員会
(11月～12月実施予定)
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